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青
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会
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庫
蔵
「
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こ
ろ
も
の
哥
」
に
つ
い
て
の
考
察

一　

物
語
の
和
歌
を
抜
き
書
き
す
る
こ
と

「
源
氏
見
ざ
る
歌
詠
み
は
遺
恨
事
也①

」

│
藤
原
俊
成
が
判
じ
て
以
降
、源
氏
物
語

が
歌
人
に
と
っ
て
必
読
の
書
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

俊
成
の
子
定
家
が
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

│
「
源
氏
并
狭
衣

於
歌
者

抜
群

…②

」
而
し
て
、
狭
衣
物
語
の
和
歌
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易

に
推
測
が
で
き
、
中
世
以
降
の
和
歌
に
お
け
る
影
響
も
そ
の
大
き
さ
が
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
狭
衣
物
語
の
和
歌
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
形
を
も
っ
て
享

受
さ
れ
て
き
た
の
か
。

源
氏
物
語
に
お
い
て
は
、『
林
下
集③

』
に
「
源
氏
集
を
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
卿
に
か

り
て
、
か
へ
し
お
く
る
と
て
、
か
き
は
べ
り
し
」
と
あ
る
こ
と
や
、『
明
月
記④

』
建
永

二
年
（
一
二
〇
七
）
五
月
二
日
の
条
に
「
亥
時
許
、
家
綱
奉
行
賜
源
氏
集
一
帖
、
其
歌

可
書
進
由
有
仰
事
、
終
夜
書
之
、
暁
鐘
以
後
進
上
付
家
綱

」、
あ
る
い
は
建
永
二
年

（
一
二
〇
七
）
五
月
四
日
の
条
に
「
申
時
許
、
又
給
源
氏
集
下
帖
、
書
進
」
と
見
え
る

よ
う
に
、
源
氏
物
語
の
和
歌
を
抜
き
書
き
し
た
「
源
氏
集
」
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、

源
氏
物
語
歌
集
が
存
在
し
、
広
く
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
物
語
の
和
歌
の
抜
き
書
き
と
い
え
ば
、
源
氏
物
語
に
留
ま
ら
な
い
。
伊
勢

物
語
や
う
つ
ほ
物
語
の
和
歌
を
抜
き
書
き
し
た
歌
集
が
知
ら
れ
て
お
り
、『
物
語
二
百

番
歌
合
』
や
『
風
葉
和
歌
集
』
も
、
物
語
の
和
歌
に
対
す
る
関
心
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
に
提
起
し
た
、
狭
衣
物
語
の
和
歌
を
如
何
に
享
受
し

て
き
た
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
歌
集
と
い
う
方
法
を
も
っ
て
享
受
し
て
い
た
、

と
い
う
解
答
が
強
く
意
識
さ
れ
て
よ
い
。
事
実
、
狭
衣
物
語
が
多
く
読
ま
れ
て
き
た

こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
歌
集
と
し
て
の
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
も
散
見
で
き

る
。『
明
月
記
』
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
五
月
十
六
日
の
条
に
「
狭
衣
歌
可
書
進
由

有
仰
事
未
時

、
即
馳
筆
、
秉
燭
持
参
付
清
範
」、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
五
月
十
七
日

の
条
に
「
又
給
狭
衣
御
点
、
書
進
之
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
私
所
持
和
歌
草
子
目

録⑤

』
に
「
狭
衣
和
歌
集
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
源
氏
物
語
ほ
ど
で
は
な

い
に
せ
よ
、
同
じ
長
編
物
語
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
後
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

狭
衣
物
語
に
あ
っ
て
、
そ
の
和
歌
を
抜
き
書
き
し
た
歌
集
の
存
在
を
指
し
示
し
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
る
に
十
分

で
あ
ろ
う
。
近
年
、
中
城
さ
と
子
氏
「
山
岸
文
庫
蔵
『
狭
衣
哥
よ
せ
』
に
つ
い
て⑥

」

に
お
い
て
、
狭
衣
物
語
の
和
歌
と
そ
の
周
辺
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
梗
概

化
し
て
抜
き
出
し
た
「
狭
衣
哥
よ
せ
」
が
紹
介
さ
れ
、
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
齋
木
泰
孝
氏
「
狭
衣
物
語
の
「
あ
る
本
に
」
の
歌
に
つ
い
て
―
「
飛
鳥

井
雅
章
筆
本
」
を
中
心
に
―⑦

」
で
は
、
狭
衣
物
語
の
異
文
が
生
み
出
さ
れ
た
原
因
を

考
察
す
る
中
で
、「
源
氏
物
語
に
物
語
和
歌
を
抄
出
し
た
『
源
氏
物
語
歌
集
』
が
あ
る

よ
う
に
、『
狭
衣
哥
よ
せ
』
以
外
に
も
各
種
の
『
狭
衣
物
語
歌
集
』
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
切
り
出
さ
れ
た
和
歌
に
、物
語
本
文
を
要
約
・
敷
衍
し
た
詞
書
が
付
け
ら
れ
、
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や
が
て
そ
の
詞
書
が
い
つ
の
ま
に
か
狭
衣
物
語
本
文
に
流
入
し
て
し
ま
う
、
そ
う
し

た
過
程
を
想
像
し
て
み
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
、狭
衣
物
語
の
和
歌
を
抜
き
書
き
し

た
、
い
わ
ゆ
る
、
狭
衣
物
語
歌
集
の
重
要
性
を
提
起
し
、
狭
衣
物
語
か
ら
狭
衣
物
語

歌
集
、
そ
し
て
狭
衣
物
語
へ
、
と
い
う
展
開
を
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
狭
衣
物
語
の
和
歌
は
、
ど
の
よ
う
に
、
理
解
さ
れ
、
享
受
さ
れ
て
い

た
の
か
。
狭
衣
物
語
歌
集
と
い
う
存
在
は
、
そ
の
和
歌
が
単
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、狭
衣
物
語
の
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
、

と
い
う
問
題
を
解
決
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
物
語
歌
集
自
体
を
丹
念
に
読
み
解
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
必
然
性
や
歴
史
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

同
時
に
、
狭
衣
物
語
の
読
ま
れ
方
と
い
う
切
り
口
を
も
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
本
稿
で
は
、
狭
衣
物
語
享
受
史
の
上
で
重
要
な
存
在
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
狭
衣
物
語
歌
集
の
中
、青
山
会
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」
を
取
り
上
げ
る
。

ま
た
、
該
本
の
影
印
・
翻
刻
は
別
稿⑧

を
予
定
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

二　
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」
三
つ
の
伝
本

本
稿
で
取
り
上
げ
る
青
山
会
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」（
函
架
番
号
・
二
〇
三
。
以

下
、青
山
本
）
の
概
略
は
『
青
山
会
文
庫
所
蔵
和
漢
書
分
類
目
録⑨

』
に
簡
単
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
改
め
て
記
し
て
お
く
。

【
装
訂
】
写
本
一
帖
、
枡
形
本
、
列
帖
装

【
寸
法
】
竪
一
六
・
七
×
横
一
七
・
九
糎

【
表
紙
】
砥
粉
地
に
墨
流
し
模
様
、
見
返
し
は
鳥
の
子
紙
（
本
文
料
紙
と
共
紙
）

【
外
題
】
さ
こ
ろ
も
の
哥
（
表
紙
中
央
上
に
書
き
外
題
）

【
内
題
】
さ
こ
ろ
も
の
哥

【
料
紙
】
鳥
の
子
紙
（
文
様
有
）

【
本
文
】
半
葉
十
二
行
書
（
和
歌
一
首
二
行
、
第
三
句
と
第
四
句
で
区
切
る
。）

【
製
本
】 

折
帖
二
括
。〔
第
一
括
〕
六
紙
を
重
ね
て
二
つ
折
に
し
て
十
二
丁
と
す

る
。
初
め
一
丁
半
を
白
紙
と
し
、墨
付
十
丁
半
。
墨
付
七
丁
半
四
行
目

と
五
行
目
の
間
に
貼
紙
一
枚
を
有
す
る
。〔
第
二
括
〕
六
紙
を
重
ね
て

二
つ
折
に
し
て
十
二
丁
と
す
る
。
墨
付
七
丁
半
、
次
の
半
丁
は
白
紙
、

そ
の
後
に
墨
付
一
丁
半
と
し
、
最
後
に
白
紙
二
丁
半
。
た
だ
し
、
墨
付

七
丁
半
お
よ
び
墨
付
一
丁
半
の
最
後
の
み
、末
尾
を
散
ら
し
書
き
風
に

し
て
和
歌
一
首
三
行
と
す
る
。
計
、
墨
付
十
九
丁
半
、
二
十
四
丁
。

【
備
考
】 

尊
鎮
流
の
筆
で
あ
る
。
識
語
、旧
蔵
印
な
し
。
表
紙
に
現
在
の
函
架
番

号
の
他
、
旧
函
架
番
号
が
見
え
る
。

尊
鎮
流
の
筆
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
尊
鎮
自
筆
と
さ
れ
る
書
蹟⑩

と
比
較
し
て
も
遜

色
な
い
が
、
自
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
青
山
本
を
収
め
る
青
山
会
文

庫
は
、
近
世
、
大
坂
城
代
で
あ
っ
た
青
山
宗
俊
や
そ
の
子
忠
雄
な
ど
に
よ
っ
て
堂
上

人
の
教
養
と
し
て
蒐
集
さ
れ
た
典
籍
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
青
山
本
と
同
じ

尊
鎮
流
の
右
筆
に
よ
る
写
本
も
多
い
と
い
う⑪

。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
、
例
え
ば
、「
和

泉
式
部
詠
草
」（
函
架
番
号
・
一
一
九
）
は
、
同
じ
右
筆
に
よ
る
本
文
で
あ
っ
て
、
表
紙

も
該
本
と
同
じ
砥
粉
地
に
墨
流
し
模
様
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
料

紙
は
楮
紙
で
袋
綴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
該
本
の
親
本
が
美
麗
な
一
帖
で
あ
っ

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
青
山
本
の
本
文
料
紙
に
文
様
の
あ
る
鳥
の
子
紙
を
使
用
し
た

と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

墨
付
七
丁
半
四
行
目
と
五
行
目
の
間
、
九
丁
ウ
ラ
87
番
歌⑫

の
箇
所
に
あ
る
貼
紙
に

は
、「
此
哥
類
句
に
も
狭
衣
に
も
不
見
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
写
者
、
あ

る
い
は
青
山
本
を
享
受
し
た
人
物
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、貼
紙
に
見
ら
れ
る「
類

句
」
は
、寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
山
本
春
正
著
『
古
今
類
句
』
で
あ
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ろ
う
し
、「
狭
衣
」は
手
近
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
狭
衣
物
語
の
刊
本
で
あ
ろ
う
。『
古

今
類
句⑬

』
は
、
二
十
一
代
集
、
六
家
集
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
、
源
氏
物
語
、
狭

衣
物
語
の
他
、
新
葉
和
歌
集
や
拾
遺
愚
草
員
外
の
和
歌
を
収
め
、
第
四
句
を
い
ろ
は

順
に
検
索
で
き
る
よ
う
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
狭
衣
物
語
は
非
流
布
本
系
統
の
本
文

に
依
っ
て
い
る
が
、
87
番
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、
狭
衣
物
語
の
刊
本
（
元
和
九

年
（
一
六
二
三
）
古
活
字
本
や
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
な
ど
が
あ
る
。）、
流
布
本
系

統
に
も
、
87
番
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
青
山
本
に
は
、
そ
れ
に
極
め
て
似
る
伝
本
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

今
治
市
河
野
美
術
館
（
旧
、
河
野
信
一
記
念
文
化
館
）
蔵
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」（
函
架
番

号
・
一
二
五
―
二
四
三
。
以
下
、
河
野
本
）、
青
谿
書
屋
旧
蔵
（
現
、
今
治
市
河
野
美
術
館

蔵
）「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」（
函
架
番
号
・
一
二
五
―
二
四
三
。
以
下
、青
谿
書
屋
本
）
の
二
本

で
あ
る
。
両
者
は
同
じ
函
架
番
号
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
両
本
が
一
つ
の

箱
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
前
者
は
完
本
一
帖
の
も
の
、
後
者
は
数

丁
の
零
本
で
あ
っ
て
青
谿
書
屋
の
印
記
を
有
し
て
い
る
た
め
、
前
述
の
よ
う
な
名
称

を
本
稿
で
は
用
い
る
。
ま
ず
は
前
者
の
書
誌⑭

を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
装
訂
】
写
本
一
帖
、
枡
形
本
、
列
帖
装

【
寸
法
】
竪
一
六
・
〇
糎
×
横
一
五
・
四
糎

【
表
紙
】
紺
地
に
牡
丹
唐
草
模
様
の
古
代
裂
、
見
返
し
は
金
銀
箔
貼

【
外
題
】（
ナ
シ
）

【
内
題
】
さ
こ
ろ
も
の
哥

【
料
紙
】
鳥
の
子
紙

【
製
本
】 

折
帖
二
括
。〔
第
一
括
〕
七
紙
を
重
ね
て
二
つ
折
に
し
て
十
四
丁
と
す

る
。
初
め
一
丁
を
表
紙
と
見
返
し
の
間
に
収
め
、
白
紙
半
丁
の
後
、
墨

付
十
二
丁
半
。
白
紙
に
貼
紙
二
枚
を
有
す
る
。
現
在
は
糊
が
効
か
な
く

な
っ
て
い
る
。〔
第
二
括
〕
五
紙
を
重
ね
て
二
つ
折
に
し
て
十
丁
と
す

る
。
墨
付
五
丁
半
、
次
の
半
丁
は
白
紙
、
そ
の
後
に
墨
付
一
丁
半
と

し
、
白
紙
半
丁
、
最
後
の
二
丁
は
裏
表
紙
と
見
返
し
の
間
に
収
め
る
。

た
だ
し
、
墨
付
五
丁
半
お
よ
び
墨
付
一
丁
半
の
最
後
の
み
、
末
尾
を
散

ら
し
書
き
風
に
し
て
和
歌
一
首
三
行
と
す
る
。
計
、
墨
付
十
九
丁
半
、

二
十
一
丁
。

【
本
文
】
半
葉
十
二
行
書
（
和
歌
一
首
二
行
、
第
三
句
と
第
四
句
で
区
切
る
。）

【
備
考
】 

尊
鎮
流
の
筆
で
あ
る
。
擦
り
消
し
訂
正
が
数
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
識

語
、
旧
蔵
印
は
な
い
が
、
花
押
が
あ
る
。
箱
入
。
箱
に
は
「
青
蓮
院
殿

尊
鎮
法
親
王
御
筆
／
更
衣
哥
」
と
あ
り
、
河
野
本
と
青
谿
書
屋
本
、
包

紙
一
紙
、
極
札
一
枚
に
加
え
、
散
華
の
華
二
枚
（
内
、
一
枚
は
絵
入
）
と

用
途
不
明
の
札
一
枚
を
収
め
る
。

河
野
本
は
外
題
を
欠
く
が
、
尊
鎮
流
の
筆
で
あ
る
こ
と
や
字
母
字
形
、
傍
書
を
含

め
て
そ
の
本
文
ま
で
も
青
山
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
本
文
に
異
同

が
見
ら
れ
る
が
、
か
な
り
近
し
い
一
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
で
き
る
の
は
、
包
紙
、
極
札
と
一
丁
オ
モ
テ
の
貼
紙
で
あ
る
。
こ
れ

を
順
に
示
せ
ば
、

長
円
極
札 

（
以
上
、
包
紙
）

さ
こ
ろ
も
の
哥 

青
蓮
院
尊
鎮
法
親
王　

書
付
三
井
寺
法
師
長
円

（
印
）  

（
以
上
、
極
札
）

青
蓮
院
尊
鎮
御
筆
書
付
三
井
寺

　

仏
地
院
僧
正
長
円
御
筆
万
里
小
路
庶
流

　
　
　
　

尊
鎮
御
判
有 

（
以
上
、一
丁
オ
モ
テ
右
貼
紙
）
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此
一
冊
者
尊
鎮
御
真
筆
無
疑
者
也

　

寛
永
第
八
三
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　

僧
正
長
円 

（
以
上
、一
丁
オ
モ
テ
左
貼
紙
）

の
如
く
で
あ
る
。
左
貼
紙
か
ら
、寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
長
円
な
る
人
物
が
尊
鎮

自
筆
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
右
貼
紙
に
は
、
三
井

寺
に
て
長
円
が
書
き
付
け
た
と
あ
り
、
長
円
の
詳
細
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
。

長
円
は
万
里
小
路
庶
流
の
人
物
だ
と
い
う
。
極
札
は
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
、
尊
鎮

自
筆
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
三
井
寺
に
て
長
円
が
書
き
付
け
た
こ
と
を
証
し
て
い

る
。
包
紙
は
、
極
札
が
長
円
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。

伝
筆
者
と
さ
れ
る
尊
鎮
は
、永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
に
後
柏
原
天
皇
の
第
三
皇
子

と
し
て
生
ま
れ
、
和
歌
は
常
光
院
流
を
伝
え
、
能
筆
家
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ

る
。
和
歌
事
蹟
も
多
く
、大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
の
法
華
経
和
歌
の
勧
進
な
ど
が
知

ら
れ
、
青
蓮
院
庁
務
で
あ
っ
た
鳥
居
小
路
経
厚
に
学
び
、
経
厚
講
尊
鎮
記
『
愚
問
賢

注
聞
書
』や
古
今
伝
授
を
受
け
た
ら
し
い
こ
と
が
伝
わ
る⑮

。
天
文
十
九
年（
一
五
五
〇
）

没
。一

方
、
長
円
に
関
し
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
総
合
目

録⑯

』
に
そ
の
名
が
見
え
、三
井
寺
（
園
城
寺
）
の
僧
正
で
あ
る
。
万
里
小
路
家
の
庶
流

で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
人
物
と
見
て
間
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
の
『
行
次
胎
護
金
目
録
』
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、明
暦
三

年
（
一
六
五
七
）
に
は
『
邪
気
調
伏
護
摩
』
を
書
写
し
た
ら
し
い
。
生
没
年
不
明
。

極
札
に
は
「
牛
庵
」
の
印
が
あ
る
。
裏
印
な
し
。
左
貼
紙
が
成
っ
た
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
以
後
と
す
る
な
ら
ば
、
二
代
目
畠
山
牛
庵
と
な
り
、
古
筆
家
の
印
譜
を

集
成
し
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊
『
和
漢
書
画
古
筆
鑑
定
家
印
譜⑰

』
の
印
と
も
合

致
す
る
。

貼
紙
や
極
札
が
尊
鎮
自
筆
と
す
る

理
由
は
、
単
に
尊
鎮
流
の
筆
で
あ
る

か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
奥

書
は
見
ら
れ
な
い
が
、
末
尾
に
尊
鎮

の
も
の
と
思
わ
れ
る
花
押
が
単
独
と

書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
な
っ

て
い
よ
う
。
花
押
が
こ
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
の
は
珍
し
く
思
わ
れ
る

が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
源
氏
物
語
」

（
函
架
番
号
・
五
五
三
―
一
〇
。
俗
に「
三

条
西
実
隆
加
証
奥
書
本
」
と
称
さ
れ
る
。）

と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
花
押

は
、
辞
典
等⑱

に
載
る
尊
鎮
の
花
押
に

は
近
い
が
、
必
ず
し
も
同
一
と
は
い

え
そ
う
に
な
い
。
も
っ
と
も
、
河
野
本
に
は
、
擦
り
消
し
訂
正
や
誤
写
と
思
わ
れ
る

箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
た
め
、
好
学
の
親
王
と
し
て
知
ら
れ
る
尊
鎮
の
自
筆
に

よ
る
も
の
だ
と
は
考
え
難
い
。
と
こ
ろ
で
、
河
野
本
の
表
表
紙
、
お
よ
び
裏
表
紙
は
、

厚
紙
（
本
文
と
は
異
な
る
紙
）
に
古
代
裂
を
被
せ
る
形
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
裏
表
紙

の
厚
紙
に
尊
鎮
の
も
の
と
は
異
な
る
別
の
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
。【
図
】参
照
。
花

押
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
河
野
本
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
辞
典
等
を
見
る
限
り
特
定
し
得
な
い
。

こ
れ
ら
二
本
に
酷
似
す
る
も
う
一
本
、
青
谿
書
屋
本
の
書
誌
を
次
に
挙
げ
る
。

【
装
訂
】
写
本
一
帖
、
枡
形
本
、
列
帖
装

【
寸
法
】
縦
一
七
・
二
×
横
一
八
・
〇
糎

【
表
紙
】
斐
楮
交
漉
紙
、
見
返
し
は
鳥
の
子
紙

【
図
】
河
野
本
裏
表
紙
厚
紙
の
花
押
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【
外
題
】
さ
こ
ろ
も
の
哥
（
表
紙
中
央
上
に
書
き
外
題
）

【
内
題
】（
落
丁
の
た
め
不
明
）

【
料
紙
】
斐
楮
交
漉
紙

【
製
本
】 
元
は
列
帖
装
。
現
在
は
綴
じ
が
外
れ
て
お
り
、
表
紙
一
丁
、
本
文
一

丁
、
印
記
の
み
を
有
す
る
一
丁
、
裏
表
紙
一
丁
の
計
四
丁
が
残
る
。
本

文
一
丁
と
印
記
を
有
す
る
一
丁
は
同
じ
一
紙
か
ら
な
っ
て
お
り
（
こ
の

間
の
数
丁
は
脱
落
。）、
こ
れ
に
裏
表
紙
一
丁
が
貼
り
付
く
形
に
な
っ
て

い
る
。
表
紙
は
単
独
で
残
る
。

【
本
文
】
半
葉
十
二
行
書
（
和
歌
一
首
二
行
、
第
三
句
と
第
四
句
で
区
切
る
。）

【
備
考
】 

尊
鎮
流
の
筆
で
あ
る
。
印
記
「
青
谿
書
屋
」。
箱
入
。
先
述
の
通
り
で

あ
る
。

青
谿
書
屋
本
は
127
番
歌
第
四
句
か
ら
139
番
歌
第
三
句
ま
で
の
本
文
の
み
を
残
す
、

零
本
で
あ
る
。
綴
じ
が
外
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
原
因
と
し
て
大
部
分
が
散
逸
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
、
青
山
本
、
河
野
本
、
青
谿
書
屋
本
を
厳
密
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
書
き

方
は
、
青
山
本
と
青
谿
書
屋
本
が
近
く
、
河
野
本
は
親
本
に
忠
実
に
あ
ろ
う
と
し
た

た
め
か
、
一
行
の
後
半
を
無
理
に
行
内
に
収
め
よ
う
と
し
た
も
の
が
わ
ず
か
に
見
受

け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
こ
れ
ら

は
同
一
の
祖
本
か
ら
成
っ
た
と
見
て
よ
い
。
尊
鎮
流
の
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
立

の
上
限
を
十
六
世
紀
頃
、河
野
本
の
貼
紙
か
ら
下
限
を
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
と
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
に
関
し
て
は
、
ど
れ
も
尊
鎮
自
筆
で
あ
る
確
証
は
全
く

な
い
が
、
尊
鎮
流
の
筆
に
な
る
写
本
が
三
本
も
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
尊

鎮
と
の
何
ら
か
の
関
わ
り
を
想
定
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
尊
鎮
は
、
狭
衣
物
語

の
注
釈
書
で
あ
る
『
狭
衣
系
図
』
を
著
し
た
三
条
西
実
隆
と
も
接
触
し
て
お
り
、
里

村
紹
巴
に
よ
る
『
狭
衣
下
紐
』
の
成
立
を
間
近
に
控
え
た
、
狭
衣
物
語
の
画
期
に
生

き
た
人
物
で
も
あ
る
。

三　

本
文
の
様
相

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
青
山
本
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
狭
衣
物
語
歌
集
と
い
え

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
青
山
本
に
は
、
狭
衣
物
語
の
和
歌
二
百
十
四
首
の
後
、
白
紙
半

丁
を
挟
ん
で
、
定
家
詠
十
四
首
・
慈
円
詠
一
首
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
狭
衣

物
語
歌
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。

青
山
本
に
は
、
和
歌
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
詠
者
名
、
さ
ら
に
詠
歌
注
記
と
で
も

表
し
え
る
若
干
の
詠
作
状
況
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
単
に
和

歌
を
抜
き
書
き
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
物
語
を
享
受
し
つ
つ
、
制
作
さ
れ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詠
歌
注
記
に
関
し
て
、「
御
返
」
と
い
っ
た
程
度
で
あ
れ

ば
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
を
抜
き
書
き
し
た
と
思
わ
れ
る
大
塚
甲
山
文
庫
本⑲

に
も
散
見
で
き
る
が
、
例
え
ば
、
10
番
歌
に
あ
る
「
さ
か
の
い
ん
御
し
ら
ね
の
時
」

の
よ
う
な
詠
作
状
況
を
推
測
し
え
る
内
容
は
、
他
の
狭
衣
物
語
歌
集
に
は
見
ら
れ
な

い
記
述
で
あ
る
。
唯
一
、
大
塚
甲
山
文
庫
本
の
134
番
歌
に
「
入
道
宮
の
心
の
中
の
哥

也
」
と
あ
る
も
の
が
類
似
す
る
程
度
だ
が
、こ
れ
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
と

同
じ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、
狭
衣
物
語
歌
集
の
中

で
も
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
ま
ず
は
依
拠
本
文
を
確
定
す
る
た
め
、
狭
衣
物
語
歌
に
つ
い
て
、『
校
本
狭

衣
物
語⑳

』
な
ど
を
用
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
所
収
歌
の
一
致
す
る
伝
本
は
見
当
た

ら
な
い
。
巻
ご
と
に
分
け
れ
ば
、
ど
の
伝
本
も
所
収
す
る
8
番
歌
を
欠
く
な
ど
、
巻

一
は
一
致
す
る
伝
本
が
な
く
、巻
二
は
九
条
家
旧
蔵
本
（
67
番
歌
の
箇
所
を
欠
く
が
、仮

に
同
類
と
さ
れ
る
平
瀬
本
で
補
っ
た
場
合
。）、
巻
三
は
深
川
本
・
伝
為
家
筆
本
・
九
条
家

旧
蔵
本（
142
番
歌
の
箇
所
を
欠
く
が
、仮
に
同
類
と
さ
れ
る
京
大
五
冊
本
で
補
っ
た
場
合
。）・

飛
鳥
井
雅
章
筆
本
・
宝
玲
本
、
巻
四
は
多
く
の
伝
本
が
一
致
す
る
。
所
収
歌
の
み
を
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鑑
み
れ
ば
、
九
条
家
旧
蔵
本
が
近
似
す
る
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
伝
本
は
決
め
が
た
い
。

次
に
、
和
歌
本
文
の
異
同
を
検
討
し
て
み
る
と
、
青
山
本
に
し
か
見
出
す
こ
と
の
で

き
な
い
和
歌
本
文
を
い
く
ら
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（
青
山
本
の
み
に
見
ら
れ
る
箇

所
を
網
掛
け
に
し
て
示
す
。
参
考
と
し
て
任
意
に
選
ん
だ
内
閣
文
庫
本
・
九
条
家
旧
蔵
本（
巻

三
の
142
番
歌
を
同
類
と
さ
れ
る
京
大
五
冊
本
で
補
う
。巻
四
の
201
番
歌
は
同
類
と
さ
れ
る
伝
為

秀
筆
本
も
欠
く
。）・
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
の
和
歌
を
併
記
す
る
が
、
私
に
仮
名
漢

字
・
清
濁
の
別
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る㉑
。）

15
よ
し
さ
ら
は
む
か
し
の
あ
と
を
た
つ
ね
み
ん
我
の
み
ま
よ
ふ
こ
ひ
の
み
ち
か
は

 

よ
し
さ
ら
は
む
か
し
の
あ
と
を
た
つ
ね
み
よ
我
の
み
ま
よ
ふ
こ
ひ
の
み
ち
か
は

 

よ
し
さ
ら
は
む
か
し
の
あ
と
を
た
つ
ね
み
よ
我
の
み
ま
よ
ふ
こ
ひ
の
み
ち
か
は

 

よ
し
さ
ら
は
む
か
し
の
あ
と
を
た
つ
ね
み
よ
我
の
み
ま
よ
ふ
こ
ひ
の
み
ち
か
は

20
と
ま
れ
と
も
え
こ
そ
い
は
れ
ね
飛
鳥
井
に
や
と
り
は
つ
へ
き
宿
し
み
え
ね
は

 

と
ま
れ
と
も
え
こ
そ
い
は
れ
ね
飛
鳥
井
に
宿
り
は
つ
へ
き
か
け
し
な
け
れ
は

 

と
ま
れ
と
も
え
こ
そ
い
は
れ
ね
飛
鳥
井
に
宿
り
は
つ
へ
き
か
け
し
な
け
れ
は

 

と
ま
れ
と
も
え
こ
そ
い
は
れ
ね
飛
鳥
井
に
宿
り
は
つ
へ
き
か
け
し
な
け
れ
は

35
か
ち
も
た
え
い
の
ち
も
た
ゆ
と
し
ら
せ
は
や
な
み
た
の
う
み
に
し
つ
む
舟
人

 

か
ち
を
た
え
い
の
ち
も
た
ゆ
と
し
ら
せ
は
や
な
み
た
の
う
み
に
し
つ
む
舟
人

 

か
ち
を
た
え
い
の
ち
た
え
ぬ
と
し
ら
せ
は
や
な
み
た
の
う
み
に
し
つ
む
舟
人

 

か
ち
を
た
え
い
の
ち
も
た
ゆ
と
し
ら
せ
は
や
な
み
た
の
う
み
に
し
つ
む
舟
人

62
も
え
わ
た
る
我
身
そ
ふ
し
の
山
に
た
ゝ
雪
に
も
き
え
す
け
ふ
り
た
ち
つ
ゝ

 

も
え
わ
た
る
我
身
そ
ふ
し
の
山
よ
た
ゝ
雪
に
も
き
え
す
け
ふ
り
た
ち
つ
ゝ

 

も
え
わ
た
る
我
身
そ
ふ
し
の
山
よ
た
ゝ
雪
に
も
き
え
す
け
ふ
ち
た
ち
つ
ゝ

 

も
え
わ
た
る
我
身
そ
ふ
し
の
山
よ
た
ゝ
雪
つ
も
れ
と
も
け
ふ
り
た
ち
つ
ゝ

64b
ゆ
く
す
ゑ
も
ち
き
り
や
は
す
る
く
れ
竹
の
う
れ
は
の
ゆ
き
を
な
に
た
の
む
ら

ん

 

（
参
考
・
64
行
末
も
頼
み
や
は
す
る
竹
の
葉
に
か
ゝ
れ
る
雪
の
い
く
世
と
も
な
し
）

 

ゆ
く
す
ゑ
も
ち
き
や
は
す
る
く
れ
竹
の
う
は
は
の
ゆ
き
の
な
に
の
む
ら
ん

 

（
参
考
・
64
末
の
世
も
何
頼
む
ら
む
竹
の
葉
に
か
ゝ
れ
る
雪
の
消
え
も
果
て
な
て
）

65
そ
よ
さ
ら
に
た
の
む
に
も
あ
ら
ぬ
こ
さ
ゝ
さ
へ
す
ゑ
葉
の
雪
の
き
え
も
は
て
な
ん

 

そ
よ
さ
ら
に
た
の
む
に
も
あ
ら
ぬ
こ
さ
ゝ
さ
へ
す
ゑ
葉
の
雪
の
き
え
も
は
て
ぬ
よ

 

そ
よ
さ
ら
に
た
の
む
に
も
あ
ら
ぬ
こ
さ
ゝ
さ
へ
す
ゑ
葉
の
雪
の
き
え
も
は
て
ぬ
よ

 

そ
よ
さ
ら
に
た
の
む
に
も
あ
ら
ぬ
こ
さ
ゝ
さ
へ
す
ゑ
葉
の
雪
の
き
え
も
は
て
ぬ
よ

70
神
代
よ
り
し
め
い
ひ
そ
め
し
さ
か
き
葉
を
わ
れ
よ
り
外
に
た
れ
か
を
る
へ
き

 

神
代
よ
り
し
め
ひ
き
ゆ
ひ
し
さ
か
き
葉
を
わ
れ
よ
り
前
に
た
れ
か
を
る
へ
き

 

神
代
よ
り
し
め
ゆ
ひ
お
き
し
さ
か
き
葉
を
わ
れ
よ
り
外
に
た
れ
か
を
る
へ
き

 

神
代
よ
り
し
め
ひ
き
そ
め
し
さ
か
き
葉
を
わ
れ
よ
り
外
に
た
れ
か
を
る
へ
き

71
か
み
山
の
し
い
柴
か
く
れ
し
の
へ
は
そ
ゆ
ふ
を
も
か
へ
る
賀
も
の
み
つ
か
き

 

神
垣
や
し
ひ
柴
か
く
れ
し
の
へ
は
そ
ゆ
ふ
を
も
か
く
る
賀
も
の
み
つ
か
き

 

神
山
の
し
ひ
柴
か
く
れ
し
の
へ
は
そ
ゆ
ふ
を
も
か
く
る
賀
も
の
か
は
な
み

 

神
山
の
し
ひ
柴
か
く
れ
し
の
へ
は
そ
ゆ
ふ
を
も
か
く
る
賀
も
の
み
つ
か
き

92
か
し
わ
き
の
は
も
り
の
か
み
に
な
と
て
わ
れ
雨
も
ら
さ
し
と
ち
き
ら
さ
り
け
り

 

か
し
わ
き
の
は
も
り
の
か
み
に
な
と
て
わ
れ
雨
も
ら
さ
し
と
ち
か
は
さ
り
け
む

 

か
し
わ
き
の
は
も
り
の
か
み
に
な
と
て
わ
れ
雨
も
ら
さ
し
と
ち
き
ら
さ
り
け
む

 

か
し
わ
き
の
は
も
り
の
か
み
に
な
と
て
わ
か
雨
も
ら
さ
し
と
ち
き
ら
さ
り
け
む

93
こ
ひ
わ
ひ
て
な
み
た
に
ぬ
る
ゝ
ふ
る
さ
と
の
葉
草
に
ま
し
る
や
ま
と
な
て
し
こ

 

こ
ひ
わ
ひ
て
な
み
た
に
ぬ
る
ゝ
ふ
る
さ
と
の
草
葉
に
ま
し
る
や
ま
と
な
て
し
こ

 

こ
ひ
わ
ひ
て
な
み
た
に
ぬ
る
ゝ
ふ
る
さ
と
の
草
葉
に
ま
し
る
や
ま
と
な
て
し
こ

 
こ
ひ
わ
ひ
て
な
み
た
に
ぬ
る
ゝ
ふ
る
さ
と
の
草
葉
に
ま
し
る
や
ま
と
な
て
し
こ

110
た
の
み
こ
し
い
つ
ら
と
き
は
の
も
る
や
こ
れ
人
た
の
め
な
る
名
に
こ
そ
有
け
れ

 

た
の
め
こ
し
い
つ
ら
と
き
は
の
も
り
や
こ
れ
人
た
の
め
な
る
名
に
こ
そ
有
け
れ

 

た
の
め
こ
し
い
つ
ら
と
き
は
の
も
り
や
こ
れ
人
た
の
め
な
る
名
に
こ
そ
有
け
れ



七

青
山
会
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」
に
つ
い
て
の
考
察

785

 

た
の
め
こ
し
い
つ
ら
と
き
は
の
も
り
や
こ
れ
人
た
の
め
な
る
名
に
こ
そ
有
け
れ

115
お
も
ひ
の
み
な
か
れ
や
は
せ
む
あ
り
す
川
今
も
□る

あ
る
し
我
と
し
ら
す
や

 
お
の
れ
の
み
な
か
れ
や
は
せ
む
あ
り
す
川
岩
も
る
あ
る
し
我
と
し
ら
す
や

 

お
の
れ
の
み
な
か
れ
や
は
せ
む
あ
り
す
川
石
も
る
あ
る
し
我
と
し
ら
す
や

 

お
の
れ
の
み
な
か
れ
や
は
せ
む
あ
り
す
川
岩
も
る
あ
る
し
今
は
た
え
せ
し

119
か
た
ら
は
や
神
も
き
く
ら
ん
ほ
と
ゝ
き
す
お
も
は
む
か
き
り
こ
ゑ
な
を
し
み
そ

 

か
た
ら
は
ゝ
神
も
き
く
ら
ん
ほ
と
ゝ
き
す
お
も
は
む
か
き
り
こ
ゑ
な
を
し
み
そ

 

か
た
ら
は
ゝ
神
も
き
く
ら
ん
ほ
と
ゝ
き
す
お
も
は
む
か
き
り
こ
ゑ
な
を
し
み
そ

 

か
た
ら
は
ゝ
神
も
き
く
て
ん
ほ
と
ゝ
き
す
お
も
は
む
か
き
り
こ
ゑ
な
を
し
み
そ

122
あ
か
さ
り
し
跡
を
か
よ
ふ
と
い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
み
ち
を
た
つ
ね
て
そ
み
る

 

あ
か
さ
り
し
跡
や
か
よ
ふ
と
い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
み
ち
を
た
つ
ね
て
そ
と
ふ

 

あ
か
さ
り
し
事
や
か
よ
ふ
と
い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
み
ち
を
た
つ
ね
て
そ
み
る

 

あ
か
さ
り
し
跡
や
か
よ
ふ
と
い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
み
ち
を
た
つ
ね
て
そ
み
る

128
な
ひ
く
と
も
な
ひ
く
な
よ
夢
し
の
す
ゝ
き
秋
か
せ
ふふ

か
き
ぬ

か
ぬ
野
へ
は
み
え
ぬ
に

 

ま
ね
く
と
も
な
ひ
く
な
よ
夢
し
の
す
ゝ
き
秋
か
せ
ふ
か
ぬ
野
へ
は
み
え
ぬ
と

 

ま
ね
く
と
も
な
ひ
く
な
よ
夢
し
の
す
ゝ
き
秋
か
せ
ふ
か
ぬ
野
へ
は
み
え
ぬ
に

 

ま
ね
く
と
も
な
ひ
く
な
よ
夢
し
の
す
ゝ
き
秋
か
せ
ふ
か
ぬ
野
へ
も
み
え
ぬ
に

134
の
こ
り
な
く
う
き
め
か
つ
き
し
里
の
あ
ま
を
い
と
く
り
か
へ
し
な
に
か
う
ら
み
ん

 

の
こ
り
な
く
う
き
め
か
つ
き
し
里
の
あ
ま
を
い
ま
く
り
か
へ
し
な
に
う
ら
む
ら
む

 

の
こ
り
な
く
う
き
め
か
つ
き
し
里
の
あ
ま
を
ま
た
く
り
か
へ
し
な
に
か
う
ら
む
る

 

の
こ
り
な
く
う
き
め
か
つ
き
し
里
の
あ
ま
を
い
ま
く
り
か
へ
し
な
に
う
ら
む
ら
む

142
な
み
た
の
み
よ
と
ま
ぬ
か
わ
に
な
か
れ
つ
ゝ
わ
か
る
ゝ
道
の
ゆ
き
も
や
ら
れ
す

 

な
み
た
の
み
よ
と
ま
ぬ
か
わ
は
な
か
れ
つ
ゝ
わ
か
る
ゝ
道
そ
ゆ
き
も
や
ら
れ
ぬ

 

な
み
た
の
み
よ
と
ま
ぬ
か
わ
と
な
か
れ
つ
ゝ
わ
か
る
ゝ
道
は
ゆ
き
も
や
ら
れ
す

 

な
み
た
の
み
よ
と
ま
ぬ
か
わ
と
な
か
れ
つ
ゝ
わ
か
る
ゝ
道
そ
ゆ
き
も
や
ら
れ
ぬ

151
さ
か
き
葉
に
猶
お
り
か
へ
よ
は
な
さ
く
ら
ま
た
そ
の
か
み
の
我
身

思
は
む

 

さ
か
き
葉
に
猶
お
り
か
へ
よ
は
な
さ
く
ら
ま
た
そ
の
か
み
の
我
身
と
思
は
む

 

さ
か
き
葉
に
猶
お
り
か
へ
よ
は
な
さ
く
ら
ま
た
そ
の
か
み
の
我
身
と
思
は
む

 

さ
か
き
葉
に
猶
お
り
か
へ
よ
さ
く
ら
は
な
ま
た
そ
の
か
み
の
我
身
と
思
は
む

153
み
か
き
も
り
野
へ
の
か
す
み
の
隙
な
ら
て
折
て
す
き
ゆ
く
花
さ
く
ら
か
な

 

み
か
き
も
る
野
へ
の
か
す
み
も
隙
な
く
て
折
て
す
き
ゆ
く
花
さ
く
ら
か
な

 

み
か
き
も
る
野
へ
の
か
す
み
も
隙
な
く
て
折
て
す
き
う
き
花
さ
く
ら
か
な

 

み
か
き
も
る
野
へ
の
か
す
み
も
隙
な
く
て
折
て
す
き
ゆ
く
花
さ
く
ら
か
な

154
は
な
さ
く
ら
野
へ
の
さ
く
ら
の
ひ
ま

く
に
お
ら
て
は
人
の
過
る
も
の
か
は

 

は
な
さ
く
ら
野
へ
の
か
す
み
の
ひ
ま

く
に
お
ら
て
は
人
の
過
る
も
の
か
は

 

は
な
さ
く
ら
野
へ
の
か
す
み
の
ひ
ま

く
に
お
ら
て
は
人
の
過
る
も
の
か
は

 

は
な
さ
く
ら
野
へ
の
か
す
み
の
ひ
ま

く
に
お
ら
て
は
人
の
過
る
も
の
か
は

158
の
と
か
に
も
た
の
ま
さ
ら
な
む
庭
た
つ
み
か
け
み
ゆ
へ
く
と
あ
ら
ぬ
な
か
め
を

 

の
と
か
に
も
た
の
ま
さ
ら
な
ん
庭
た
つ
み
か
け
み
ゆ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
な
か
め
を

 

の
と
か
に
も
た
の
ま
さ
ら
な
ん
庭
た
つ
み
か
け
み
ゆ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
な
か
め
を

 

の
と
か
に
も
た
の
ま
さ
ら
な
ん
庭
た
つ
み
か
け
み
ゆ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
な
か
め
を

169
た
え
ぬ
へ
き
心
ち
の
み
す
る
う
き
ぬ
な
は
ま
す
た
の
い
け
も
か
い
な
か
り
け
る

 

た
え
ぬ
へ
き
心　

の
み
す
る
う
き
ぬ
な
は
ま
す
た
の
い
け
も
か
い
な
か
り
け
り

 

た
え
ぬ
へ
き
心
ち
の
み
す
る
う
き
ぬ
な
は
ま
す
た
の
い
け
も
か
い
な
か
り
け
り

 

た
え
ぬ
へ
き
心
ち
の
み
す
る
う
き
ぬ
な
は
ま
す
た
の
い
け
も
か
い
な
か
り
け
り

170
な
け
き
わ
ひ
ね
ぬ
夜
の
空
に
わ
た
る
か
な
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
あ
り
明
の
つ
き

 

な
け
き
わ
ひ
ね
ぬ
夜
の
空
に
似
た
る
か
な
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
あ
り
明
の
つ
き

 

な
け
き
わ
ひ
ね
ぬ
夜
の
空
に
似
た
る
か
な
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
あ
り
明
の
つ
き

 
な
け
き
わ
ひ
ね
ぬ
夜
の
空
に
似
た
る
か
な
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
あ
り
明
の
つ
き

177
う
か
り
け
る
わ
か
中
山
の
ち
き
り
か
な
こ
え
す
は
な
に
ゝ
あ
ひ
み
そ
め
け
る

 

う
か
り
け
る
わ
か
中
山
の
ち
き
り
か
な
こ
え
す
は
な
に
ゝ
あ
ひ
み
そ
め
け
む

 

う
か
り
け
る
わ
か
山
中
の
ち
き
り
か
な
こ
え
す
は
な
に
ゝ
あ
ひ
み
そ
め
け
む



八

786

 

う
か
り
け
る
わ
か
中
山
の
ち
き
り
か
な
こ
え
す
は
な
に
ゝ
あ
ひ
み
そ
め
け
む

186
大
か
た
に
身
を
や
な
け
ま
し
み
る
か
ら
に
な
く
さ
の
は
ま
も
袖
ぬ
ら
し
け
り

 
大
か
た
は
身
を
や
な
け
ま
し
み
る
か
ら
に
な
く
さ
の
は
ま
も
袖
ぬ
ら
し
け
り

 

大
か
た
は
身
を
や
な
け
ま
し
み
る
か
ら
に
な
く
さ
の
は
ま
も
袖
ぬ
ら
し
け
り

 

大
か
た
は
身
を
や
な
け
ま
し
み
る
か
ら
に
な
く
さ
の
は
ま
も
袖
ぬ
ら
し
け
り

201
あ
れ
と
み
る
身
は
ふ
な
お
か
に
こ
か
れ
つ
ゝ
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
こ
は
ゆ
け
る
か
な

 

そ
れ
と
み
る
身
は
ふ
な
お
か
に
こ
か
れ
つ
ゝ
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
こ
え
も
ゆ
か
ぬ
か

 

（
ナ
シ
）

 

あ
れ
と
み
る
身
は
ふ
な
お
か
に
こ
か
れ
つ
ゝ
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
こ
は
ゆ
け
る
か
は

215
き
え
は
て
ゝ
か
は
ね
は
は
い
に
成
ぬ
と
も
ここ

ひ

け

ふ

り

ひ
の
け
ふ
り
は
た
ち
は
は
な
れ
し

 

き
え
は
て
ゝ
か
は
ね
は
は
い
に
成
ぬ
と
も
こ
ひ
の
け
ふ
り
は
た
ち
も
は
な
れ
し

 

し
に
は
て
ゝ
か
は
ね
は
は
い
と
成
ぬ
と
も
こ
ひ
の
け
ふ
り
は
み
を
し
は
な
れ
し

 

き
え
は
て
ゝ
か
は
ね
は
は
い
に
成
ぬ
と
も
こ
ひ
の
け
ふ
り
は
た
ち
も
は
な
れ
し

単
に
助
詞
や
助
動
詞
の
異
同
も
多
い
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異
文
が

生
じ
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
の
中
で
も

目
立
つ
和
歌
は
校
訂
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
、
勅
撰
集
な
ど
の
よ
く
知
れ
た
和
歌
か
ら

の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
所
収
さ
れ
る
和
歌
の
状
況
も
鑑
み

る
に
、
現
在
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
本
文
と
は
多
少
な
り
と
も
違
い
の
あ
る
異
文
の
存

在
を
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

次
に
、
詠
者
名
・
詠
歌
注
記
の
検
討
に
入
る
。
詠
者
名
・
詠
歌
注
記
か
ら
は
、
以

下
の
二
点
が
問
題
に
な
る
よ
う
に
思
う
。
詠
者
名
・
詠
歌
注
記
か
ら
見
え
る
物
語
本

文
の
様
相
と
、
詠
歌
注
記
が
付
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
。
前
者
か
ら
、
具
体
的
に
例
を

挙
げ
な
が
ら
考
察
す
る
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
次
の
和
歌
で
あ
る
。

151
さ
か
き
葉
に
猶
お
り
か
へ
よ
は
な
さ
く
ら
ま
た
そ
の
か
み
の
我
身
思
は
む

女
へ
つ
た
う
か
へ
し

不
審
に
思
わ
れ
る
の
は
、
詠
者
名
で
あ
る
。
151
番
歌
は
、『
狭
衣
下
紐
』
や
承
応
三

年
（
一
六
五
四
）
版
本
で
は
女
一
宮
詠
と
さ
れ
る
和
歌
の
は
ず
で
あ
る
。
該
当
の
場
面

を
、
私
に
検
討
し
た
範
囲
に
お
い
て
巻
四
で
青
山
本
と
和
歌
本
文
の
異
同
が
も
っ
と

も
少
な
い
飛
鳥
井
雅
章
筆
本㉒

か
ら
引
用
す
る
。

弥
生
の
一
日
頃
に
、
斎
院
の
御
前
の
桜
い
み
じ
う
盛
り
な
る
を
、（
中
略
）
御
覧

じ
馴
れ
し
古
里
の
八
重
桜
、
い
か
な
ら
ん
と
思
し
召
し
や
ら
る
。
一
枝
を
だ
に

今
は
見
る
ま
し
き
ぞ
か
し
と
、
花
の
上
ば
か
り
、
口
惜
し
き
御
心
の
内
な
り
。

一
枝
づ
ゝ
匂
ひ
を
こ
せ
よ
八
重
桜
こ
ち
吹
風
の
た
よ
り
す
く
さ
す

と
思
し
召
す
も
、
侍
遠
な
れ
は
、
女
御
殿
に
聞
こ
え
給
ふ
。

時
し
ら
ぬ
榊
の
枝
に
折
か
へ
て
よ
そ
に
も
花
を
思
ひ
や
る
か
な

や
が
て
い
と
青
き
榊
の
枝
に
つ
け
さ
せ
給
へ
り
。思
し
や
ら
る
ゝ
も
し
る
く
て
、

殿
の
桜
は
、
峰
続
き
か
く
や
と
み
え
て
、
散
る
も
盛
り
な
る
も
様
々
め
で
た
き

を
、女
御
殿
は
悩
ま
し
き
御
心
の
紛
ら
は
し
に
も
眺
め
い
た
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
に
、

こ
の
変
は
ら
ぬ
色
は
め
づ
ら
し
う
思
さ
れ
て
、
過
ぎ
に
し
か
た
い
と
ゝ
恋
し
く

思
し
出
で
ら
れ
け
り
。

榊
葉
に
猶
折
か
へ
よ
花
桜
ま
た
そ
の
か
み
の
我
身
と
思
は
む

な
へ
て
な
ら
ぬ
枝
に
ぞ
さ
し
か
へ
て
、
奉
ら
せ
給
け
る
。

内
閣
文
庫
本
や
九
条
家
旧
蔵
本
を
見
て
も
、本
文
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

斎
院
と
な
り
住
み
慣
れ
た
堀
川
院
に
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い
今
、
源
氏
宮
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
堀
川
院
の
桜
を
思
い
出
す
。「
匂
ひ
を
こ
せ
よ
八
重
桜
」と
せ
め
て
匂

い
だ
け
で
も
届
い
て
欲
し
い
と
思
い
、
そ
の
時
、
堀
川
院
に
退
出
し
て
い
た
女
一
宮

に
「
花
を
思
ひ
や
る
か
な
」
と
堀
川
院
の
桜
の
替
わ
り
と
し
て
折
っ
た
榊
の
枝
を
つ

け
た
和
歌
を
贈
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
女
一
宮
は
榊
の
枝
を
「
な
へ
て
な
ら
ぬ
枝
」
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に
付
け
替
え
て
返
歌
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
源
氏
宮
は
堀
川
院
か
ら
斎
院
へ
、方
や
、

女
一
宮
は
斎
院
か
ら
堀
川
院
へ
。
ち
ょ
う
ど
居
所
の
入
れ
替
わ
っ
た
二
人
が
そ
れ
ぞ

れ
に
過
去
を
思
い
出
し
て
詠
む
の
で
あ
る
が
、青
山
本
は
女
一
宮
詠
の
151
番
歌
を「
女

へ
つ
た
う
」、
つ
ま
り
、
女
別
当
の
詠
歌
と
す
る
の
で
あ
る
。
女
別
当
は
、
源
氏
宮
に

仕
え
る
女
房
で
あ
っ
て
、
斎
院
に
お
り
、
堀
川
院
に
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す

な
わ
ち
、
151
番
歌
は
、
堀
川
院
に
い
る
女
一
宮
の
詠
歌
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
飛
鳥

井
雅
章
筆
本
な
ど
か
ら
は
、
女
別
当
の
詠
歌
と
は
解
釈
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
や
は
り
、
こ
こ
に
異
文
の
様
相
を
見
出
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
女
一
宮
の
詠
歌
を
女
別
当
の
詠
歌
に
す
る
よ
う
な
、
大
き

な
構
成
の
変
更
ま
で
も
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
読
み

を
許
容
す
る
よ
う
な
本
文
が
存
在
し
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
、
青
山
本
の
作
者

の
姿
勢
を
想
定
し
た
い
。

付
言
し
て
お
け
ば
、
こ
の
場
面
の
後
、
源
氏
宮
の
詠
歌
を
見
た
狭
衣
が
、
堀
川
院

の
桜
を
も
っ
て
源
氏
宮
を
訪
れ
る
場
面
が
あ
る
。
仮
に
源
氏
宮
が
誰
か
ら
も
桜
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
状
況
で
狭
衣
の
来
訪
を
迎
え
れ
ば
、
よ
り
印
象
の
強
い
場
面
が
形

成
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
う
。

140
い
は
す
と
も
わ
か
心
に
も
か
ゝ
ら
す
や
ほ
た
し
は
か
り
は
お
も
は
さ
り
け
り同

140
番
歌
は
源
氏
宮
の
詠
歌
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
青
山
本
は
「
同
」
と
狭
衣
詠
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
に
検
討
し
た
範
囲
に
お
い
て
巻
三
で
青
山
本
と
和
歌
本
文

の
異
同
が
も
っ
と
も
少
な
い
深
川
本㉓

か
ら
、
該
当
の
場
面
を
引
用
す
る
。

昔
、
隔
て
な
く
思
聞
こ
え
給
し
名
残
も
か
は
る
へ
き
な
ら
ね
は
、
ま
こ
と
に
さ

や
う
に
し
給
は
ゝ
、
殿
、
上
な
と
の
思
し
惑
は
ん
有
様
、
限
り
あ
ら
ん
御
命
と

も
ゝ
い
か
ゝ
と
あ
ら
ま
し
こ
と
に
て
た
に
、
い
と
ゆ
ゝ
し
う
い
み
し
か
る
へ
き

に
我
も
涙
落
ち
ぬ
へ
け
れ
と
、
答
へ
聞
こ
え
さ
せ
給
へ
う
も
な
け
れ
は
た
ゝ
、

い
は
す
と
も
我
心
に
も
か
ゝ
ら
す
や
絆
は
か
り
は
思
は
さ
り
け
り

わ
さ
と
な
う
言
ひ
消
た
せ
給
へ
る
は
け
に
髪
剃
も
捨
て
ぬ
へ
き
様
也
。（
中
略
）

行
き
返
り
た
ゝ
ひ
た
み
ち
に
惑
ひ
つ
ゝ
身
は
中
空
に
な
り
ね
と
や
さ
は

忍
ふ
も
ち
す
り
は
猶
か
こ
ち
聞
こ
へ
さ
せ
つ
へ
く
こ
そ
と
て
、
ほ
ろ

く
と
こ

ほ
し
初
め
給
へ
る
涙
は
、
か
こ
ち
か
ま
し
う
い
み
し
き
に
御
送
り
の
人
々
帰
り

参
り
ぬ
れ
は
、
さ
り
け
な
く
て
、
眺
め
出
た
し
給
へ
り
。

源
氏
宮
は
、
出
家
を
仄
め
か
す
狭
衣
に
、
か
つ
て
兄
妹
の
よ
う
に
親
し
く
あ
っ
た

こ
と
や
父
母
の
悲
し
み
を
思
い
、
出
家
を
引
き
留
め
る
和
歌
を
詠
む
。
対
し
て
、
狭

衣
は
141
番
歌
「
行
き
返
り
た
ゝ
ひ
た
み
ち
に
惑
ひ
つ
ゝ
身
は
中
空
に
な
り
ね
と
や
さ

は
」
と
返
歌
し
、
贈
答
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
青
山
本
で
は
、
そ
の
源
氏
宮
の
詠
歌

を
狭
衣
の
詠
歌
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
氏
宮
が
出
家
を
引
き
止
め
る
和
歌
を
詠

む
と
い
う
行
為
を
描
か
な
い
。
狭
衣
を
常
に
拒
絶
し
続
け
た
源
氏
宮
が
、
た
と
え
出

家
を
告
白
さ
れ
て
も
心
揺
る
が
す
こ
と
の
な
い
、そ
う
し
た
理
解
を
許
容
す
る
本
文
、

あ
る
い
は
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
他
、
104
番
歌
も
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
な
ど
か
ら
解
釈
さ
れ
る
詠
者

と
は
異
な
っ
た
詠
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

104
お
も
ふ
よ
り
ま
た
お
も
ふ
へ
き
人
や
あ
る
と
心
に
こ
ゝ
ろ
と
は
ゝ
し
り
な
ん同

巻
三
、
飛
鳥
井
姫
君
を
引
き
取
っ
て
育
て
て
い
る
一
品
宮
に
対
し
て
、
飛
鳥
井
女

君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
な
が
ら
姫
君
の
袴
着
を
勧
め
て
そ
の

世
話
を
申
し
出
る
狭
衣
に
、
一
品
宮
の
詠
ん
だ
和
歌
が
104
番
歌
で
あ
る
。
あ
な
た
が

思
う
以
上
に
姫
君
の
こ
と
を
思
う
人
な
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
狭
衣
に
訴
え
る
和

歌
と
な
っ
て
い
る
。
続
く
狭
衣
詠
の
105
番
歌
「
思
ふ
よ
り
又
は
こ
ゝ
ろ
の
あ
ら
は
こ
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そ
と
ひ
も
と
は
す
も
し
り
て
ま
と
は
め
」
と
の
贈
答
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

青
山
本
で
は
、
こ
れ
を
「
同
」
と
示
し
狭
衣
の
詠
歌
と
し
、
贈
答
と
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、104
番
歌
を
狭
衣
詠
と
す
る
よ
う
な
本
文
や
読
者
の
読
み
を
考
え
る
な
ら
ば
、

姫
君
と
の
関
係
を
露
呈
す
る
危
険
を
有
し
て
し
ま
う
が
、
姫
君
を
思
う
和
歌
を
連
作

す
る
狭
衣
の
、
姫
君
に
対
す
る
愛
情
を
強
く
示
そ
う
と
す
る
意
識
が
見
て
取
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
も
、
青
山
本
が
示
し
た
詠
者
に
よ
る
和
歌
と
読
む
こ

と
が
で
き
る
本
文
と
解
釈
の
余
地
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
誤
読
や
誤
写
で
あ
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例

え
ば
、
次
の
和
歌
を
見
た
い
。

64b
ゆ
く
す
ゑ
も
ち
き
り
や
は
す
る
く
れ
竹
の
う
れ
は
の
ゆ
き
を
な
に
た
の
む
ら
ん

け
ん
し
の
宮
か
は
り
に
は
ゝ
宮

177
う
か
り
け
る
わ
か
中
山
の
ち
き
り
か
な
こ
え
す
は
な
に
ゝ
あ
ひ
み
そ
め
け
る

宮
の
姫
君

巻
二
の
64b
番
歌
に
つ
い
て
、
巻
二
に
お
い
て
所
収
歌
の
一
致
す
る
九
条
家
旧
蔵
本㉔

を
引
用
す
る
と
、

聞
こ
え
さ
せ
そ
こ
な
ひ
て
ん
は
口
惜
し
く
や
と
て
、
う
ち
置
き
給
へ
れ
ば
、
い

と
そ
こ
な
は
ぬ
や
う
は
あ
ら
じ
か
し
、
と
の
た
ま
は
す
れ
ど
、
さ
り
と
も
や
は

と
て
、行

末
も
契
や
は
す
る
く
れ
竹
の
う
は
葉
の
雪
の
な
に
の
む
ら
ん

と
あ
る
。
深
川
本
や
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
で
も
大
き
な
異
同
は
な
い
。
春
宮

か
ら
贈
ら
れ
た
和
歌
に
対
し
て
返
歌
を
し
な
い
源
氏
宮
に
、
堀
川
上
が
代
詠
を
狭
衣

に
頼
み
、
そ
れ
に
応
じ
た
和
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
青
山
本
で
は
、
狭
衣
の
代
詠
で
は

な
く
堀
川
上
の
代
詠
と
す
る
。
青
山
本
の
依
拠
し
た
本
文
が
こ
れ
ら
に
近
い
と
す
れ

ば
、
返
歌
を
求
め
る
堀
川
上
に
狭
衣
は
「
さ
り
と
も
や
は
」
と
断
っ
て
、
結
局
は
堀

川
上
が
代
詠
す
る
に
至
っ
た
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
た
だ
し
、
狭
衣
の
代

詠
と
捉
え
な
け
れ
ば
、
前
後
の
文
脈
と
の
接
続
が
悪
く
、
誤
読
と
判
断
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
誤
読
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ひ
と
つ
の
狭
衣
物
語
の

読
み
方
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
177
番
歌
の
場
合
、
そ
れ

ま
で
に
狭
衣
詠
が
続
い
て
「
同
」
と
連
続
し
、
こ
れ
以
降
、
宰
相
中
将
妹
君
の
詠
歌

が
続
い
て
同
じ
く
「
同
」
と
連
続
す
る
た
め
、誤
写
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
に
は
、
親
本
が
書
か
れ
る
段
階
の
誤
写
で
は
な
く
、
書
写
過

程
に
お
け
る
誤
写
と
捉
え
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
167
番
歌
も
詠
者
名
が
異
な
る
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

167
う
き
物
と
い
ま
そ
し
り
ぬ
る
か
き
り
あ
れ
は
思
ひ
な
か
ら
も
そ
む
き
け
る
世
を

　

中
将
は
ゝ
上

青
山
本
の
「
中
将
は
ゝ
上
」
で
あ
れ
ば
、
狭
衣
母
堀
川
上
の
詠
歌
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「
宮
の
中
将
は
ゝ
上
」
の
詠
歌
と
し
て
、「
宮
の
」
が
単
に

省
略
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
他
に
同
様
の
例
は
な
い
が
、
該
当
の
場
面
は
宰

相
中
将
妹
君
を
巡
る
、
狭
衣
と
宰
相
中
将
母
君
と
が
交
錯
す
る
場
面
で
あ
り
、
堀
川

上
の
介
入
す
る
余
地
は
な
い
。
ま
た
、167
番
歌
は
宰
相
中
将
妹
君
の
詠
歌
で
あ
る
が
、

母
君
に
促
さ
れ
て
型
通
り
に
詠
ん
だ
和
歌
で
あ
る
か
ら
、
宰
相
中
将
母
君
の
代
詠
と

捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
も
同
じ
く
宰
相
中
将
母
君

の
詠
歌
と
し
て
い
る
。

詠
者
名
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、「
誰
と
は
な
し
」
と
記
す
も
の
や
詠
者
名
を
記
さ
な

い
和
歌
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

宮
中
か
ら
の
帰
り
、
狭
衣
を
見
た
女
か
ら
の
和
歌
で
あ
る
３
番
歌
に
は
「
誰
と
は

な
し
」
と
書
か
れ
る
。
こ
の
女
は
後
に
「
蓬
が
門
の
女
」
と
称
さ
れ
て
幾
度
か
登
場

す
る
が
、
こ
の
場
面
で
は
、
行
き
ず
り
の
恋
に
は
流
さ
れ
ず
に
源
氏
宮
へ
の
思
い
を
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強
く
も
つ
狭
衣
の
姿
を
強
調
す
る
た
め
に
登
場
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
特
別
な
名
称
を
用
い
ず
に
「
誰
と
は
な
し
」
と
す
る
に
は
、
相
応

の
理
由
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
狭
衣
物
語
の
読
み
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
詠
者
名
を
記
さ
な
い
も
の
は
、
26
・
39
・
89
・
216
番
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全

て
主
人
公
で
あ
る
狭
衣
の
詠
歌
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
理
由
に
省
略
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
の
前
の
和
歌
も
狭
衣
詠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
狭
衣
の
詠
歌
が
二
首
並

ぶ
場
合
に
必
ず
省
略
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
規
則
性
は
見
出
せ
な
い
。

次
の
問
題
に
移
ろ
う
。
詠
歌
注
記
が
付
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
。
様
々
な
物
語
歌
集

を
通
観
し
て
み
て
も
、
詠
歌
注
記
を
も
つ
も
の
は
多
く
は
な
い
が
、
青
山
本
の
詠
歌

注
記
は
、
何
故
、
書
か
れ
た
の
か
。
詠
歌
注
記
が
書
か
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詠
歌
注
記
を

い
く
つ
か
に
分
類
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
、
贈
答
お
よ
び
返
歌
の
対
象
を
明
示
す
る
詠
歌
注
記
が
あ
る
。

11
む
ら
さ
き
の
身
の
し
ろ
こ
ろ
も
そ
れ
な
ら
は
お
と
め
の
袖
に
ま
さ
り
こ
そ
せ
め

中
将
返
し

158
の
と
か
に
も
た
の
ま
さ
ら
な
む
庭
た
つ
み
か
け
み
ゆ
へ
く
と
あ
ら
ぬ
な
か
め
を

宮
の
姫
君
東
宮
へ
の
返
し

11
番
歌
に
は
「
返
し
」
と
返
歌
で
あ
る
こ
と
書
か
れ
、
10
番
歌
「
み
の
し
ろ
も
我

ぬ
き
ゝ
せ
む
か
へ
し
つ
と
お
も
ひ
な
わ
ひ
そ
あ
ま
の
羽
衣
」
と
贈
答
を
成
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
嵯
峨
帝
が
詠
む
女
二
宮
を
喩
え
た
「
み
の
し
ろ
」
を
、
狭
衣

は
源
氏
宮
を
喩
え
た
「
む
ら
さ
き
の
身
の
し
ろ
こ
ろ
も
」
で
あ
っ
た
ら
と
返
す
の
で

あ
り
、
こ
の
二
首
は
贈
答
歌
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
、
歌
意
が
十
分
に
把

握
で
き
な
い
。
贈
答
の
妙
を
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
同
様
の

例
は
、４
番
歌
「
中
将
返
し
」、７
番
歌
「
せ
ん
ゑ
う
て
ん
女
御
返
し
」、151
番
歌
「
女

へ
つ
た
う
か
へ
し
」、
191
番
歌
「
斎
宮
返
し
」
に
見
出
せ
る
。
一
方
、
158
番
歌
は
返
歌

で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
対
象
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
和
歌
は
、
贈
歌
が
物
語
中
に
見
出
せ
ず
、
返
歌
の
対
象
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

前
の
157
番
歌
と
贈
答
を
形
成
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
５
番
歌
「
中
将
春
宮
女
御
せ
ん
ゑ
う
て
ん
へ
」、６
番
歌
「
中
将
一
ほ
ん
の
宮
の

少
将
み
や
う
ふ
の
も
と
へ
」
も
同
様
で
あ
る
。

第
二
、
詠
歌
状
況
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

145
い
か
は
か
り
お
も
ひ
こ
か
れ
し
あ
ま
な
ら
て
こ
の
う
き
し
ま
を
た
れ
か
は
な
れ
ん

　
　
　
　
　
　

女
二
の
宮
御
心
の
中
也

205
か
へ
り
こ
し
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
か
ら
と
ま
り
い
つ
ら
な
か
れ
し
ひ
と
の
行
ゑ
は

大
に
つ
く
し
よ
り
の
ほ
り
に
か
ら
と
ま
り
に
て

206
人
し
れ
ぬ
い
り
江
の
さ
は
に
し
る
ひ
と
も
な
く

く
き
す
る
つ
る
の
毛
こ
ろ
も

飛
鳥
井
の
君
う
た
き
ぬ
に
か
き
つ
け
て

女
二
宮
は
一
度
、
返
歌
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
す
さ
び
書
き
が
図
ら
ず
も
狭
衣

に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
、
和
歌
を
口
ず
さ
む
こ
と
も
書
き
記
す

こ
と
も
し
な
い
。
145
番
歌
も
、
狭
衣
に
は
見
ら
れ
ま
い
と
心
の
中
に
留
め
て
思
う
の

で
あ
る
。
205
番
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
狭
衣
の
乳
母
子
で
大
弐
に
な
っ
た
道
成
は

以
前
、
飛
鳥
井
女
君
を
連
れ
出
し
求
婚
し
た
の
だ
が
、
女
君
は
そ
れ
を
拒
絶
し
、
つ

い
に
入
水
す
る
の
で
あ
っ
た
。
和
歌
に
も
詠
み
込
ま
れ
、
詠
歌
注
記
に
も
書
か
れ
る

「
か
ら
と
ま
り
」
は
ま
さ
に
女
君
が
入
水
し
た
場
所
で
あ
る
。
飛
鳥
井
女
君
が
亡
く

な
っ
た
後
、
娘
の
姫
君
に
渡
さ
れ
た
遺
品
の
中
で
、
産
衣
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た

和
歌
が
206
番
歌
で
あ
る
。
青
山
本
に
は
「
う
た
き
ぬ
に
（
歌
、
衣
に
）」
と
あ
り
「
う

ふ
き
ぬ
に
（
産
衣
に
）」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
衣

に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
姫



一
二
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君
が
産
衣
を
着
る
ほ
ど
幼
か
っ
た
頃
、
父
で
あ
る
狭
衣
に
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
ひ
と
り
で
姫
君
を
育
て
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
女
君
の
嘆
き
が
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
10
番
歌
「
さ
か
の
ゐ
ん
御
し
ら
ね
の
時
」、64b
番
歌
「
け
ん
し
の
宮
か
は
り

に
は
ゝ
宮
」、157
番
歌
「
宮
の
中
将
は
ゝ
姫
君
の
た
い
」
が
同
様
の
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
思
い
を
よ
り
強
調
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
三
、
贈
答
お
よ
び
返
歌
の
対
象
に
加
え
て
詠
歌
状
況
を
明
示
す
る
も
の
が
一
例

の
み
見
ら
れ
る
。

121
よ
そ
に
や
は
お
も
ひ
な
す
へ
き
も
ろ
か
つ
ら
お
な
し
か
さ
し
は
さ
し
も
は
な

れ
す　

　
　
　
　

源
氏
の
宮
に
う
へ
ゝ
の
返
は
ゝ
上
の
御
哥
也

青
山
本
で
は
後
一
条
帝
が
詠
む
117
番
歌
に
「
内
の
う
へ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後

一
条
帝
を
「
内
の
う
へ
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
つ
ま
り
、
121
番
歌
の
詠

歌
注
記
は
、
源
氏
宮
に
後
一
条
帝
か
ら
贈
ら
れ
た
和
歌
へ
の
返
歌
と
し
て
養
母
の
堀

川
上
が
詠
ん
だ
和
歌
で
あ
る
、
と
注
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
121
番
歌
は
、
117

番
歌
「
我
身
こ
そ
あ
ふ
ひ
は
よ
そ
に
な
り
に
け
れ
神
の
し
る
し
に
人
は
か
さ
せ
と
」

と
対
応
し
、「
よ
そ
に
な
り
け
れ
」
と
疎
遠
に
な
っ
た
こ
と
を
恨
む
後
一
条
帝
に
「
よ

そ
に
や
は
お
も
ひ
な
す
へ
き
」
と
い
ま
だ
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
と
返
す
和
歌
と

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
和
歌
は
源
氏
宮
の
詠
歌
で
は
な
い
。
源
氏
宮
は
後
一
条

帝
に
も
心
を
許
さ
ず
、
堀
川
上
か
ら
の
返
歌
の
要
請
も
拒
否
し
て
い
る
。
仕
方
な
く

堀
川
上
が
代
詠
す
る
の
で
あ
っ
て
、
源
氏
宮
の
詠
歌
で
は
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
源
氏
宮
は
和
歌
に
詠
ま
れ
た
よ
う
な
心
情
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
よ
う
。

最
後
に
、
夢
告
や
神
詠
で
あ
る
和
歌
も
そ
れ
以
外
の
和
歌
と
明
確
に
区
別
さ
れ
て

い
る
。
30b
番
歌
「
中
将
の
夢
に
飛
鳥
井
の
君
」、70
番
歌
「
か
も
の
明
神
大
と
の
ゝ
宮

に
」、
108
番
歌
「
飛
鳥
井
の
君
夢
に
み
え
て
」、
143
番
歌
「
か
も
の
御
哥
」
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
青
山
本
は
、
依
拠
本
文
こ
そ
確
定
し
え
な
い
が
、
現
在
の
狭

衣
物
語
の
理
解
と
は
異
な
っ
た
、
別
の
享
受
の
様
相
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
箇
所
が
散
見
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
可
能
性
の
一
端
を
、
詠
者
名
や
詠
歌
注

記
に
注
目
し
て
あ
ら
あ
ら
と
提
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
青
山
本
が
狭

衣
物
語
研
究
に
も
た
ら
す
も
の
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
狭
衣
物

語
歌
集
は
こ
れ
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

狭
衣
物
語
歌
集
は
、
狭
衣
物
語
の
読
み
の
可
能
性
、
あ
る
い
は
読
ま
れ
方
を
指
し
示

す
要
素
を
、
多
か
れ
少
な
か
れ
有
し
て
お
り
、
狭
衣
物
語
の
享
受
史
を
考
え
る
上
で

重
要
な
要
素
を
孕
ん
で
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

四　

定
家
詠
十
四
首
・
慈
円
詠
一
首

こ
こ
ま
で
、
青
山
本
の
狭
衣
物
語
歌
に
つ
い
て
の
様
相
を
述
べ
て
き
た
が
、
最
後

に
定
家
詠
十
四
首
・
慈
円
詠
一
首
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
青
山
本
に
記
さ

れ
た
順
に
、
個
々
の
和
歌
ご
と
に
概
略
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る㉕

。

１
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
473
番
歌
・
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）「
奉
和
無
動
寺
法

印
早
率
露
胆
百
首
」
恋
、『
続
拾
遺
和
歌
集
』
914
番
歌

２
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
851
番
歌
・
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）「
左
大
将
家
百
首

歌
合
」
恋
・
初
恋
、『
新
古
今
和
歌
集
』
1082
番
歌
（
狭
衣
物
語
139
番
歌
「
お
ほ
□ろ

に

け
つ
と
も
き
え
む
お
も
ひ
か
は
け
ふ
り
の
下
に
く
ゆ
り
わ
ふ
と
も
」
に
似
る
。）

３
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
860
番
歌
・
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）「
左
大
将
家
百
首

歌
合
」
恋
・
別
恋

４
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
869
番
歌
・
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）「
左
大
将
家
百
首
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青
山
会
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」
に
つ
い
て
の
考
察
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歌
合
」
恋
・
夕
恋

５
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
977
番
歌
・
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）「
正
治
二
年
院
初

度
百
首
和
歌
」
恋
十
首

６
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
1076
番
歌
・
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）「
夏
日
侍
太
上
皇

仙
洞
同
詠
百
首
応
制
和
歌
」
恋
十
五
首

７
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
1077
番
歌
・
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）「
夏
日
侍
太
上
皇

仙
洞
同
詠
百
首
応
制
和
歌
」
恋
十
五
首

８
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
1079
番
歌
・
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）「
夏
日
侍
太
上
皇

仙
洞
同
詠
百
首
応
制
和
歌
」
恋
十
五
首

９
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
1084
番
歌
・
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）「
夏
日
侍
太
上
皇

仙
洞
同
詠
百
首
応
制
和
歌
」
恋
十
五
首

10
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
中
』
1948
番
歌
・
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）「
仁
和
寺
宮
五
十

首
」
恋
六
首
・
寄
煙
恋
、『
続
後
撰
和
歌
集
』
750
番
歌

11
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
下
』
2418
番
歌
・
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）「
水
無
瀬
殿
恋
十
五

首
歌
合
」
冬
恋
、『
新
古
今
和
歌
集
』
1137
番
歌

12
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
下
』
2419
番
歌
・
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）「
水
無
瀬
殿
恋
十
五

首
歌
合
」
暁
恋

13
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
上
』
975
番
歌
・
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）「
正
治
二
年
院
初

度
百
首
和
歌
」
恋
十
首

14
慈
円
詠
『
拾
玉
集
』
1622
番
歌
・
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）「
歌
合
百
首
」
春
下
・

逢
恋
、『
新
古
今
和
歌
集
』
1223
番
歌

15
定
家
詠
『
拾
遺
愚
草
下
』 

2438
番
歌
・
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
か
ら
建
保
二
年

（
一
二
一
四
）「
三
宮
十
五
首
」
恋
歌

『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
（
上
）』『
和
歌
文
学
大
系
58　

拾
玉
集
（
上
）』
と
和
歌

本
文
を
比
較
す
る
と
、７
番
歌
第
二
句
「
お
も
ふ
こ
と
をは
」（
比
較
対
象
と
し
た
活
字
本

の
本
文
を
左
に
傍
書
す
る
。）、
10
番
歌
第
一
句
「
い
か
にゝ

せ
む
」、
13
番
歌
第
五
句
「
を

と
そ
さひ
さひ
し
き
」
が
異
な
っ
て
お
り
、
依
拠
本
文
の
特
定
に
繋
が
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
が
、
現
時
点
で
は
確
定
し
え
な
い
。
定
家
や
慈
円
の
詠
歌
を
抜
き
書
き
し
た
伝

本
は
多
く
、
こ
れ
ら
の
一
つ
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
何
の
理
由
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
書
か
れ
た
の
か

も
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
詠
歌
時
期
も
比
較
的
近
く
、
特
定
の
百
首
和
歌
や
歌

合
か
ら
複
数
採
歌
す
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
全
て
が
恋
歌
で
あ
る
こ
と

に
最
も
注
目
さ
れ
る
。
源
氏
物
語
の
源
氏
と
狭
衣
物
語
の
狭
衣
の
詠
歌
が
『
風
葉
和

歌
集
』
の
ど
の
部
立
に
所
収
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
た
吉
川
美
穂
氏
「
狭
衣
物
語

に
お
け
る
和
歌
の
一
考
察㉖

」
で
は
、
源
氏
は
三
十
九
首
中
恋
部
六
首
に
対
し
て
、
狭

衣
は
三
十
四
首
中
恋
部
十
八
首
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
狭
衣
大
将
は
、
明
ら
か
に

恋
の
男
君
と
し
て
形
象
さ
れ
」
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
狭
衣
物

語
自
体
が
恋
の
物
語
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
多

く
の
物
語
の
中
か
ら
恋
の
物
語
と
も
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
狭
衣
物
語
の
和
歌
を
選

択
し
、
定
家
・
慈
円
詠
の
恋
歌
を
恣
意
的
に
選
び
出
す
青
山
本
の
姿
は
、
狭
衣
物
語

や
抜
き
出
さ
れ
た
定
家
・
慈
円
詠
の
恋
歌
が
も
つ
性
質
や
そ
の
評
価
を
も
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
同
時
に
、
青
山
本
が
書
か
れ
た
理
由
や
書
写
し
享
受
さ

れ
た
こ
と
の
意
味
も
見
通
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注①　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
38　

六
百
番
歌
合
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

②　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
60　

明
月
記　

五
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
）
に
依
り
、

私
に
句
読
点
を
施
す
。

③　
『
日
本
歌
学
全
書
8
』
博
文
館
、
一
九
五
六

④　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
57　

明
月
記　

二
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
）
に
依
り
、

私
に
句
読
点
を
施
す
。

⑤　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
40　

中
世
歌
学
集
・
書
目
集
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
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⑥　
『
物
語
史
研
究
の
方
法
と
展
望　

論
文
篇
』
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
電
子

叢
書
Ⅰ
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
、
一
九
九
九

⑦　
『
論
叢
狭
衣
物
語
４　

本
文
の
様
相
』
新
典
社
、
二
〇
〇
三

⑧　

拙
稿
「
十
本
対
照
「
さ
こ
ろ
も
の
哥
」
本
文
と
校
異
│
青
山
会
文
庫
蔵
「
さ
こ
ろ
も

の
哥
」
の
紹
介
―
」（『
平
安
文
学
研
究
・
衣
笠
編
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
・
三
）

⑨　

青
山
叢
書
１
、
青
山
会
、
一
九
九
四
（
な
お
、
現
在
、
青
山
会
文
庫
は
、
兵
庫
県
篠

山
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。）

⑩　
『
尊
鎮
親
王
筆
伊
勢
物
語
』（
白
帝
社
、
一
九
六
九
）、『
日
本
書
蹟
大
鑑
9
』（
講
談

社
、
一
九
七
八
）
な
ど
。

⑪　
『
青
山
会
文
庫
所
蔵
和
漢
書
分
類
目
録
』（
注
⑨
）
の
作
成
に
あ
た
っ
た
中
西
健
治
先

生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑫　

以
下
、
狭
衣
物
語
の
歌
番
号
は
『
物
語
和
歌
総
覧　

本
文
編
』（
風
間
書
房
、

一
九
七
四
）
に
依
る
。

⑬　

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
本
（
函
架
番
号
・S

B911.103/Y31

）
を
参
照

し
た
。
該
本
は
三
十
六
冊
本
で
あ
る
。

⑭　
『
今
治
市
河
野
信
一
記
念
文
化
館
図
書
分
類
目
録
』（
今
治
市
河
野
信
一
記
念
文
化

館
、
一
九
七
四
・『
国
書
目
録
叢
書
29
』
大
空
社
、
一
九
九
八
）
に
簡
単
な
書
誌
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
河
野
本
一
丁
オ
モ
テ
左
貼
紙
の
「
寛
永
第
八
」
を
「
宝
永

第
八
」
と
翻
刻
し
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑮　

井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
・

一
九
八
七
、
改
訂
新
版
）、
新
井
栄
蔵
氏
「
桜
町
上
皇
勅
封

曼
殊
院
蔵

古
今
伝
授
一
箱
―
曼
殊
院
本
古
今
伝

授
関
係
資
料
七
十
三
種
を
め
ぐ
っ
て
―
」（「
国
語
国
文
」四
十
五
│
七
、一
九
七
六
・
七
）

な
ど
。

⑯　

増
補
版
、
法
蔵
館
、
一
九
七
八

⑰　

森
繁
夫
氏
『
古
筆
鑑
定
と
極
印
』（
雅
俗
山
荘
、一
九
四
三
・
臨
川
書
店
、一
九
八
五
）

に
掲
載
さ
れ
る
も
の
に
依
る
。

⑱　
『
花
押
大
集
成
』（
全
園
社
、
一
九
九
四
）
な
ど
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
愚
問
賢
注
」

（
函
架
番
号
・
五
〇
三
│
二
一
三
）
に
は
「
ス
キ
ウ
ツ
シ
（
花
押
）
親
王
」
と
尊
鎮
の
花
押

が
見
ら
れ
る
。

⑲　

弘
前
大
学
附
属
図
書
館
大
塚
甲
山
文
庫
蔵
「
さ
衣
の
歌
」（
函
架
番
号
・

O
tsu

ka||102

）。
注
⑧
に
校
異
と
し
て
掲
載
。
該
本
の
詳
細
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。

⑳　
『
校
本
狭
衣
物
語
』（
全
三
巻
・
桜
楓
社
、
一
九
七
六
│
一
九
八
〇
）『
狭
衣
物
語
諸

本
集
成
』（
全
六
巻
・
笠
間
書
院
、
一
九
九
三
│
一
九
九
八
）
に
加
え
、
紙
焼
と
し
て

内
閣
文
庫
本
・
鷹
司
本
・
陽
明
文
庫
本
、影
印
と
し
て
鎌
倉
市
図
書
館
本
・
伝
為
秀
筆

本
・
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
古
活
字
本
・
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
、翻
刻
と

し
て
九
条
家
旧
蔵
本
・
蓮
空
本
・
宝
玲
本
・
神
宮
文
庫
本
を
対
象
と
す
る
。

㉑　

本
文
の
引
用
は
注
⑧
に
依
り
、河
野
本
・
青
谿
書
屋
本
に
異
同
の
あ
る
場
合
は
右
に

傍
書
し
て
示
す
。

㉒　

七
十
四
首
中
四
十
九
首
（
お
よ
そ
六
・
五
割
）
が
一
致
す
る
。
飛
鳥
井
雅
章
筆
本
は

『
狭
衣
物
語
諸
本
集
成
6
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
）
に
依
り
、
私
に
漢
字
・
句
読
点

を
施
す
。

㉓　

六
十
六
首
中
四
十
八
首
（
お
よ
そ
七
・
三
割
）
が
一
致
す
る
。
深
川
本
は
『
深
川
本

狭
衣
と
そ
の
研
究
』（
私
家
版
「
古
典
聚
英
」
別
冊
、
古
典
文
庫
、
一
九
八
二
）
に
依

り
、
私
に
漢
字
・
句
読
点
を
施
す
。

㉔　

三
十
二
首
中
十
五
首
（
お
よ
そ
四
・
七
割
）
が
一
致
す
る
。
九
条
家
旧
蔵
本
は
『
九

条
家
旧
蔵
本
狭
衣
物
語
と
研
究
（
上
）』（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、一
九
六
〇
）
に
依

り
、
私
に
漢
字
・
句
読
点
を
施
す
。
該
当
の
場
面
に
は
衍
字
が
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ

は
削
除
す
る
。
ま
た
、私
に
検
討
し
た
範
囲
に
お
い
て
巻
二
で
青
山
本
と
和
歌
本
文
の

異
同
が
も
っ
と
も
少
な
い
の
は
、
伝
為
相
筆
本
で
三
十
二
首
中
十
八
首
が
一
致
し
、
64b

番
歌
を
欠
き
64
番
歌
を
有
す
る
。

㉕　

定
家
詠
歌
は
久
保
田
淳
氏
『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
（
上
）』（
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
五
）
を
、
慈
円
詠
歌
は
石
川
一
氏
・
山
本
一
氏
『
和
歌
文
学
大
系
58　

拾
玉
集

（
上
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
す
る
。

㉖　
「
女
子
大
国
文
」
六
十
七
、一
九
七
二
・
十

　
（
付
記
）
末
筆
な
が
ら
、貴
重
な
典
籍
の
閲
覧
・
翻
刻
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し

た
青
山
会
文
庫
を
は
じ
め
、
諸
機
関
及
び
御
所
蔵
者
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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